
自
衛
官
募
集
相
談
員
の
紹
介

６
月
１
日
付
で
、
松
下
浩
明
氏
と
安

井
史
洋
氏
が
、
自
衛
官
募
集
相
談
員
と

し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
方
々
に
は
、

志
願
者
に
関
す
る
情
報
提
供
や
地
域
で

の
広
報
活
動
な
ど
を
支
援
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

嘉瀬教育長

小川教育委員髙柳教育委員

監
査
委
員・教
育
委
員
会
委
員・

教
育
長
の
選
任・任
命

平
成
26
年
山
武
市
議
会
第
２
回
定
例

会
に
お
い
て
、
監
査
委
員
の
選
任
及
び

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
が
提
案
さ

れ
、監
査
委
員
に
野
島
暉
通
氏（
津
辺
）

が
、
教
育
委
員
会
委
員
に
小
川
一
成
氏

（
島
）、
髙
柳
善
江
氏
（
森
）
が
、
そ
れ

ぞ
れ
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
・
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
の
野
島
氏
は
再
任
で
任
期

は
６
月
11
日
か
ら
の
４
年
間
で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
の
小
川
氏
・
髙
柳

氏
の
任
期
は
６
月
24
日
か
ら
の
４
年
間

で
す
。

ま
た
、
６
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
平

成
26
年
教
育
委
員
会
第
３
回
臨
時
会
に

お
い
て
、
嘉
瀬
尚
男
氏
（
埴
谷
）
が
教

育
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
嘉
瀬
教
育

長
の
任
期
は
、
平
成
28
年
６
月
23
日
ま

で
で
す
。

人
権
擁
護
委
員 

松
村
氏
を
委
嘱

山
武
地
区
　
松
村
　
俊
紹 

氏

７
月
１
日
付
で
人
権
擁
護
委
員
（
山

武
地
区
）
と
し
て
松
村
俊
紹
氏
が
ひ
き

続
き
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。現

在
、
市
で
は
９
人
の
人
権
擁
護
委

員
が
活
動
し
、
人
権
へ
の
関
心
を
高
め

る
啓
発
活
動
や
人
権
相
談
所
を
随
時
開

設
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
人
権

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
日
程
は
20

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

選挙管理委員会委員および補充員の改選

６月５日に開催した市議会第２回定例会において、
任期満了に伴う選挙管理委員会委員および補充員の選
挙が行われ、委員と補充員が決定されました。

その後、６月13日に選挙管理委員会を開催し、委
員長と委員長職務代理者を選任しました。

野島監査委員

●委員および補充員            （敬称略）
　　委員長　　　　　　伊藤　公文
　　委員長職務代理者　川島　文夫
　　委員　　　　　　　戸村　　等
　　委員　　　　　　　若梅　英勝
　　補充員　　　　　　伊藤　　和
　　補充員　　　　　　秋庭　啓子
　　補充員　　　　　　善塔いく子
　　補充員　　　　　　小川　　栄
●任　期

平成26年６月５日から平成30年６月４日
までの４年間です。
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地域審議会委員（敬称略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎会長　　○副会長

※団：公共的団体等を代表する委員　学：学識経験を有する委員　募：公募により選任された委員

蓮沼地区 　　　　　　松尾地区 　　　　　　　山武地区 　　　　　　　　成東地区
学
学
団
団
団
団
団
団
学
学
学
募
募
募
募

◎　関　 紘
○石𣘺　 宏
秋葉　俊雄
秋葉　 修
石𣘺　滝夫
善塔　 雄
山﨑　 清
片岡　英夫
飯島　正夫
木島　弘喜
土屋　美智枝
橋本　典子
三𣘺　敏子
秋葉　せい子
小髙　照代

団
募
団
団
団
団
団
学
学
学
学
募
募
募
募

学
学
団
団
団
団
団
団
学
学
募
募
募
募
募

◎齊藤　澄子
○小梛　 昌
秋葉　政美
油𣘺　光枝
地布久　勝夫
深堀　孝夫
小梛　としえ
大津　秀夫
篠原　米子
太田　道子
大嶋　滋子
秋葉　利一
太田　祥代
古川　 栄
周東　慶幸

◎髙橋　照美
○伊藤　 和
𠮷井　正行
鈴木　章浩
　　 　明久
　　 健𠮷
齊藤　美由紀
　野　美保子
京相　惠子
小川　克彦
髙　　直樹
秋山　 滋
朝見　文江
藤ノ木 さやか
金子　雅子

学
団
団
団
団
団
団
学
学
学
募
募
募
募
募

◎髙木　 壽
○野口 よ　子
大類　英之
石井　博行
鈴木　伸子
今井　正夫
小山　和典
諏訪　富美江
石毛　美江子
長谷川 美代子
稗田　忠弘
並木　三喜男
渡邉　和代
今関　康弘
長谷川　清和

地
域
住
民
の
意
見
を
施
策
に

反
映
し
、
き
め
細
や
か
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
実
現
で
き
る
よ

う
、
合
併
前
の
旧
町
村
単
位

（
蓮
沼
、
松
尾
、
山
武
、
成
東
）

ご
と
に
地
域
審
議
会
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
第
５
期
目
を
迎

え
る
地
域
審
議
会
の
、
第
１
回

目
の
会
議
が
６
月
25
日
に
本
庁

舎
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
市

長
か
ら
第
５
期
の
委
員
（
任

期
：
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
）
へ

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
地
区
に
お
い
て

は
、
会
長
・
副
会
長
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

地
域
審
議
会
と
は

地
域
審
議
会
は
、
合
併
に

よ
っ
て
市
民
の
意
見
が
市
の
施

策
に
反
映
さ
れ
に
く
く
な
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
市
町
村
の

合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律

（
旧
法
）
第
５
条
の
４
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

旧
町
村
の
区
域
に
か
か
る
次

の
事
項
に
つ
い
て
市
長
の
諮
問

に
応
じ
審
議
し
、
市
長
に
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
市
の

附
属
機
関
で
す
。

①
新
市
建
設
計
画
の
変
更
に
関

す
る
事
項

②
新
市
建
設
計
画
の
執
行
状
況

に
関
す
る
事
項

③
地
域
振
興
の
た
め
の
基
金
の

活
用
に
関
す
る
事
項

④
新
市
の
基
本
構
想
の
作
成
及

び
変
更
に
関
す
る
事
項

⑤
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ

か
、
市
長
が
必
要
と
認
め
る

事
項

会
議
は
公
開
し
ま
す

地
域
審
議
会
は
、
だ
れ
で
も

傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
審
議
会
の
会
議
録
な
ど

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問　
企
画
政
策
課☎

(80)
１
１
３
１

蓮
沼
、松
尾
、山
武
、成
東
地
区

地
域
審
議
会（
第
５
期
）が
ス
タ
ー
ト

成
東
駅
南
側
周
辺
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

主
体
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
整
備
を

行
う
成
東
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

第
２
回
は
、
今
ま
で
検
討
し

て
き
た
駅
前
広
場
デ
ザ
イ
ン
の
最

終
案
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
開
催
日
程
】

日　
時　
８
月
31
日
㈰　

　
　
　
　
午
後
１
時
～

場　

所　

市
役
所
第
６
会
議
室

（
車
庫
棟
２
階
）

※
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
都
市
整
備
課
（
事
務
局
）

☎
(80)
１
１
９
２

平
成
26
年
度

第
２
回
成
東
駅
南

側
周
辺
ま
ち
づ
く

り
協
議
会　

開
催




